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R2.10 議会制度調査研究会で調査・研究を開始
 （ICT を活用したペーパーレス化について）
R3.2 議会制度調査研究会から議長に調査・研究結果の
 報告書及び「甲府市議会会議用システム及び
 タブレット端末使用基準及び使用範囲規程」（案）を提出
R3.5 会派代表者会議においてタブレット端末の
 導入について確認
R3.8 議会運営委員会においてタブレット端末の
 導入を決定
R3.9 議会制度調査研究会からタブレット端末の
 仕様等について議長へ報告書を提出
R3.11 議会運営委員会において運用基準等の検討
R4.4 議会運営委員会において「甲府市議会会議用システム
 及びタブレット端末使用基準及び使用範囲規程」（案）を
 検討
R4.4 「甲府市議会会議用システム及びタブレット端末
 使用基準及び使用範囲規程」を制定

情報伝達の
迅速化や効率化

　これまでの FAX やメー
ルによる通知や資料の提供
を、タブレット端末の会議
システムを活用して、一斉
にデータで配付することに
より、情報共有の迅速化と
効率化が図られます。

ペーパーレスによる
資源の節約

　会議には議案や説明資料
など、膨大な紙媒体の資料
を使用しています。この紙
資料をデータ化して閲覧す
ることにより、ペーパーレ
スを推進し、印刷コストの
削減にもつながります。

効率的な議会運営

　会議に使用する資料を
データ化することにより、
議案審査・審議に必要な膨
大な資料から必要なものを
素早く簡単に検索すること
が可能になり、併せて事務
負担の軽減も図られます。

導入により期待される効果

　甲府市議会では、ICT を活用した議会運営の一環として、今年からタブレット端末を導
入し、6 月定例会では、本会議や各常任委員会でタブレット端末を活用した会議を行いま
した。今後も会議での資料の閲覧をタブレット端末で行うことにより、会議の効率化やペー
パーレス化等に取り組んでまいります。

4 月・5月にタブレット端末の
操作研修を行いました。

6月定例会でタブレット端末を活用しました。
導入されたタブレット端末です。
画面がA4用紙とほぼ同じサイズなので、
資料も見やすいです。

導入までの経過
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物
価
高
騰
へ
の
対
応

　

急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
り
家

計
や
産
業
が
受
け
る
影
響
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、

国
の
支
援
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
の

世
帯
等
に
一
世
帯
当
た
り
10
万

円
を
支
給
す
る
「
こ
う
ふ
臨
時

特
別
給
付
金
プ
ラ
ス
」
の
経
費

や
、
小
中
学
校
の
給
食
費
等
の

価
格
転
嫁
を
防
ぎ
、
物
価
高
騰

に
伴
う
増
額
分
を
補
填
す
る
た

め
の
経
費
の
ほ
か
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
「
消
費

喚
起
策
」
や
観
光
事
業
者
、
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
を
通
じ
た

「
誘
客
促
進
策
」
の
実
施
に
係

る
経
費
等
、
総
額
約
13
億
円
の

補
正
予
算
を
追
加
提
案
す
る
予

定
で
す
。

妊
産
婦
へ
の
支
援

　

不
安
を
抱
え
て
い
る
妊
産
婦

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

伺
い
ま
す
。

　

マ
イ
保
健
師
の
チ
ー
ム
支
援

体
制
に
よ
る
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
通
じ
た
、
よ
り
き
め

細
か
な
個
別
支
援
の
取
組
な
ど

に
よ
り
、
リ
ス
ク
を
抱
え
る
妊

産
婦
等
の
減
少
を
目
指
す
と
と

も
に
、
医
療
機
関
や
保
育
所
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
等
と
緊

密
に
連
携
し
、
支
援
を
行
う
中

で
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
な
ど
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
よ
う
妊
産
婦
の
支
援
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・
上
九
一
色
地
区
の
振
興　

他

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

代表質問（分割）

鮫田　光一

質問
動画

６
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分　
　

割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一　
　

括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
削
減
に

向
け
た
取
組

　
「
捨
て
る
こ
と
を
前
提
と
し
な

い
経
済
活
動
」
を
目
指
す
観
点

か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
に
向

け
た
取
組
が
要
請
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

７
月
に
実
施
予
定
の
「
甲
府

市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
、

再
生
可
能
資
源
製
品
の
紹
介
や
、

マ
イ
ボ
ト
ル
等
の
使
用
に
つ
い

て
普
及
啓
発
を
行
う
な
ど
、
今

後
も
脱
炭
素
へ
の
課
題
提
起
や
、

マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
バ
ッ
ク
な

ど
の
使
用
に
よ
る
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
促
し
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

御
嶽
昇
仙
峡
や
回
遊
コ
ー
ス

へ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置

　

マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
の
外
出
を

後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
甲
府
の
魅
力
づ
く
り
と
い
う

観
点
か
ら
、
御
嶽
昇
仙
峡
や
回

遊
コ
ー
ス
へ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト

の
設
置
を
求
め
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
は

「
甲
府
の
お
い
し
い
水
道
水
」

の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
マ
イ
ボ
ト
ル

に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
削
減

や
熱
中
症
対
策
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
観
光
客
や
市
民
の
皆

様
が
歩
い
て
甲
府
の
良
さ
を
発

見
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部

局
と
協
議
し
、
設
置
に
向
け
た

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

「
連
携
中
枢
都
市
圏
」の

形
成

　
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
形

成
へ
の
取
組
の
進
捗
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
「
圏
域
形
成
に
向

け
た
首
長
準
備
会
」
を
開
催
し
、

本
年
７
月
を
目
途
に
「
連
携
中

枢
都
市
宣
言
」
を
本
市
が
行
う

こ
と
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
の
で
、

今
後
も
、
近
隣
自
治
体
等
と
の

連
携
を
深
め
る
中
で
、
着
実
に

進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

圏
域
全
体
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
活
用
の
提
言

　

民
間
提
案
に
よ
る
空
き
家
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
見
解
と

支
援
に
つ
い
て

　

空
き
家
の
解
消
と
定
住
促
進

が
期
待
さ
れ
、
ま
ち
な
か
エ
リ

ア
へ
の
居
住
誘
導
の
視
点
か
ら

も
一
定
の
効
果
を
生
み
出
す
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
具
体
的
な

整
備
内
容
に
つ
い
て

　

リ
ニ
ア
駅
南
側
に
は
、
市
街

化
調
整
区
域
に
よ
る
制
約
等
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
皆

様
の
意
向
等
も
踏
ま
え
丁
寧
に

分
析
す
る
中
で
、
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
化
や
民
間
参
入
に
よ
る
土

地
利
用
を
含
め
、
早
期
に
方
向

性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
甲
府
刑
務
所
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
国
の
関
係
者
等

と
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

公明党

代表質問（分割）

兵道　顕司

創政こうふ

代表質問（分割）

金丸　三郎

質問
動画

質問
動画
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米
軍
機
に
よ
る
空
中
給
油

　

空
中
給
油
は
、
給
油
機
か
ら

戦
闘
機
な
ど
に
対
し
て
、
飛
行

し
な
が
ら
接
近
し
て
燃
料
を
送

り
込
む
行
為
で
、
こ
れ
ま
で
に

重
大
な
事
故
を
起
こ
し
て
き
ま

し
た
。
本
市
上
空
と
そ
の
周
辺

に
お
い
て
、
米
軍
機
に
よ
る
空

中
給
油
が
相
次
い
で
目
撃
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
軍
に
抗

議
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

山
梨
県
と
と
も
に
、
県
上
空

を
管
轄
し
て
い
る
防
衛
省
南
関

東
防
衛
局
に
対
し
事
実
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
回
答
が
得

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
養
護

教
諭
の
配
置

　

城
南
中
学
校
に
お
い
て
養
護

教
諭
の
複
数
配
置
が
や
め
ら
れ
、

１
人
で
750
人
以
上
の
生
徒
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
市
費
負
担
で

の
対
応
を
含
め
、
複
数
配
置
を

直
ち
に
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

業
務
が
集
中
す
る
定
期
健
康

診
断
や
学
校
行
事
な
ど
の
日
に
、

養
護
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
市

費
負
担
臨
時

教
育
職
員
を

派
遣
し
て
い

ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・��

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て

・・
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

・・
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

甲
府
城
周
辺
整
備

　

整
備
の
進
捗
状
況
及
び
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
な
ど
の
環
境
へ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

誰
も
が
安
全
で
利
用
し
や
す
い

空
間
づ
く
り
に
加
え
、
本
市
の

多
彩
な
観
光
資
源
や
地
場
産
業

等
の
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど

に
よ
る
公
民
が
連
携
し
た
観
光

や
産
業
の
振
興
、
更
に
は
、
小

江
戸
甲
府
の
情
緒
が
感
じ
ら
れ
、

環
境
に
も
配
慮
し
た
木
材
の
利

用
な
ど
、「
社
会
」「
経
済
」

「
環
境
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
交
流
施
設
等
の
整
備
、

民
間
施
設
の
導
入
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム

　

リ
ニ
ア
駅
と
甲
府
駅
を
結
ぶ

新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
駅
と
甲
府
駅
を
結
ぶ

こ
と
で
リ
ニ
ア
効
果
を
最
大
限

享
受
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

山
梨
県
や
関
係
機
関
な
ど
と
緊

密
に
連
携
を
図
り
、
幅
広
く
か

つ
継
続
的
に
調
査
・
研
究
を
す

る
中
で
、
速
達
性
や
定
時
性
及

び
利
便
性
に
優
れ
た
走
行
空
間

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

日本共産党

代表質問（分割）

清水　英知

こうふ未来

代表質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

質問
動画
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障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障

が
い
を
持
つ
方
々
へ
の
自
立
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
展
開

し
て
い
く
か
、
伺
い
ま
す
。

　

全
て
の
人
が
社
会
の
一
員
で

あ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会

の
全
て
の
構
成
員
が
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、「
障
が
い
者
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
取
組

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
本
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
姿
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
等
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援

　

障
が
い
者
等
の
社
会
的
弱
者

に
対
し
、
窓
口
で
の
手
続
に
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
、
利
便

性
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
た

窓
口
対
応
は
、「
甲
府
市
デ
ジ

タ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
」に
基
づ
き
、全
庁
的
な
推
進

体
制
に
よ
り
、全
て
の
市
民
そ
れ

ぞ
れ
に
最
適
な
形
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
お
り
、デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
支
援
が
、障

が
い
の
あ
る
全
て
の
人
に
共
通

し
た
利
便
性
と
し
て
享
受
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・�

市
立
図
書
館
に
お
け
る
、
電

子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
進

捗
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

児
童
館
の
新
設

　

樋
口
市
政
誕
生
直
後
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
７
年
間
で
計
７
回
、

市
議
会
の
質
疑
に
お
い
て
南
部

地
域
へ
の
児
童
館
新
設
を
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
回
を
追
う

ご
と
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
樋
口
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
有
地
等
の
既
存
資
産
を
活

用
し
、
機
能
集
約
や
複
合
化
、

更
に
は
民
力
の
活
用
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
、
後
屋
町
地
内

に
現
存
す
る
長
年
未
利
用
と

な
っ
て
い
る
市
有
地
に
市
内
の

子
ど
も
た
ち
が
集
い
・
楽
し
め

る
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
児
童
館
機
能
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
機
能
な
ど
を

複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
施
設

内
容
や
整
備
手
法
等
を
検
討
し
、

事
業
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

交
通
事
業
者
の
支
援
と
観

光
振
興

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
公
共
交
通

と
観
光
業
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
利
用

客
増
加
の
支
援
と
、
こ
れ
を
梃

子
に
し
た
観
光
振
興
策
、
来
年

名
勝
指
定
100
年
を
迎
え
る
昇
仙

峡
の
振
興
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

観
光
周
遊
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
事
業
再
実
施
に
要
す
る

経
費
の
補
正
予
算
を
本
定
例
会

に
お
い
て
追
加
提
案
し
ま
す
。

　

御
嶽
昇
仙
峡
に
つ
い
て
は
、

総
合
案
内
板
や
構
成
文
化
財
の

解
説
板
の
設
置
、
市
営
天
神
森

駐
車
場
へ
の
ト
イ
レ
新
設
な
ど

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

長沼　達彦

政友クラブ

一般質問（分割）

荻原　隆宏

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより214号 06

市政に関する質問



エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

協
議
会
設
置

　

御
嶽
昇
仙
峡
・
武
田
神
社
・

要
害
山
一
帯
を
推
進
地
域
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
協

議
会
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史

等
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
次

世
代
へ
引
継
ぐ
と
と
も
に
、
観

光
客
の
誘
引
に
つ
な
げ
る
た
め
に

設
置
し
た
「
昇
仙
峡
地
域
活
性

化
推
進
協
議
会
」
に
お
け
る
昇

仙
峡
ガ
イ
ド
の
養
成
等
の
様
々
な

取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

「
山
の
ぼ
り
・
ま
ち
歩
き
促
進
事

業
」
等
を
活
用
す
る
中
で
、
魅

力
あ
る
地
域
資
源
を
一
層
磨
き
上

げ
、
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

公
立
中
学
校
の
運
動
部

活
動
の
地
域
移
行

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議

が
示
し
た
公
立
中
学
校
の
運
動

部
活
動
を
地
域
移
行
す
る
と
い

う
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
検
討
会
議
」
の
提
言
な

ど
に
基
づ
き
、
本
年
度
中
に
協

議
会
を
設
置
し
、
生
徒
及
び
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
や
教
員
の
意
向

を
把
握
し
た
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、

学
校
と
地
域
が
互
い
に
連
携
し

た
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に

向
け
、
休
日
の
運
動
部
活
動
の

地
域
移
行
に
関
す
る
必
要
な
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
反
転
攻
勢

　

社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
用

い
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
甲
府
に
泊
ま
ろ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、「
経
済

活
動
の
不
安
の
縮
小
化
」に
つ

な
が
る
効
果
的
な
施
策
の
実
施

に
つ
い
て
、国
・
県
の
支
援
策
の

状
況
を
注
視
す
る
中
で
、適
時
・

的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

危
険
性
の
あ
る
盛
土
へ
の

対
策

　

災
害
惹
起
の
危
険
性
の
あ
る

盛
土
造
成
へ
の
対
応
策
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

庁
内
は
も
と
よ
り
山
梨
県
と

も
連
携
し
、
盛
土
等
の
現
状
把

握
に
努
め
、
今
後
公
表
さ
れ
る

国
の
技
術
的
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
法

の
運
用
に
向
け
た
準
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
先
行
し
て
、
許

可
の
対
象
と
な
ら
な
い
盛
土
等

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
中

で
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

選
挙
の
推
進

　

投
票
率
低
下
に
対
す
る
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
た
に
甲
府
商
業
高
等
学
校

に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙

推
進
の
た
め
の
取
組
を
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
実
施
し
、
投
票
率
向
上

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

一般質問（分割）

岡　　政𠮷

創政こうふ

一般質問（分割）

寺田　義彦

質問
動画

質問
動画

07 甲府市議会だより214号

市政に関する質問



リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
伴

う
甲
府
刑
務
所
の
移
転

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
よ
り
、

リ
ニ
ア
駅
開
業
の
効
果
を
最
大

限
享
受
で
き
る
も
の
と
す
る
と

の
考
え
が
あ
る
な
ら
、
甲
府
刑

務
所
を
含
め
た
約
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
整
備
を
す
る
こ

と
が
本
市
に
最
大
限
の
効
果
を

も
た
ら
す
の
か
、
現
時
点
で
の

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
山
梨
県

や
地
域
の
皆
様
と
協
議
を
進
め

て
い
る
状
況
で
、
確
定
し
た
方

針
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

リ
ニ
ア
駅
開
業
の
効
果
を
最

大
限
引
き
出
す
た
め
に
は
、
５

年
後
の
リ
ニ
ア
駅
開
業
ま
で
に

は
整
備
事
業
が
全
て
整
っ
て
い

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考

え
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　

甲
府
刑
務
所
は
国
の
施
設
で

す
の
で
、
甲
府
市
が
移
転
や
建

て
替
え
を
決
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
国
と
意
見
交
換
を

重
ね
な
が
ら
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
へ
提
出
し
た
甲
府
刑
務
所

移
転
の
要
望
書
を
甲
府
市
議
会

へ
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、

伺
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容

の
要
望
書
で
す
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・��

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
保
障

す
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

ＱＡＱ

ＡＱＡ

不
登
校
の
支
援
体
制

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
及
び

保
護
者
へ
の
支
援
策
と
、
不
登

校
特
例
校
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

本
年
７
月
に「
甲
府
市
不
登

校
対
策
検
討
委
員
会
」を
発
足
さ

せ
、不
登
校
対
策
の
更
な
る
推
進

を
図
り
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
家
庭
と
関
係

機
関
と
の
連
携
等
の
支
援
を
継

続
し
、新
た
に
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
検
討
委
員
会
に
保

護
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
不
登
校
特
例
校
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や

先
進
地
の
状
況
を
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

安
全・安
心
を
守
る
ア
プ
リ

　

甲
府
市
防
災
ア
プ
リ
の
利
用

促
進
と
関
連
リ
ン
ク
の
見
直
し
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
掲
載

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
中
の
「
こ
う
ふ
未

来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
等
に
加
え
、

シ
ニ
ア
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
等

を
通
じ
て
周
知
を
図
り
な
が
ら

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
ア
プ
リ
内
の
関

連
リ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
全
体

を
検
討
・
整
理
し
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
掲
載
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

・・��

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
通
報
サ
ー
ビ
ス

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

藤原伸一郎

公明党

一般質問（分割）

堀　とめほ

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより214号 08

市政に関する質問



あ
す
な
ろ
学
級
と
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

穴
切
庁
舎
へ
の
増
設
及
び
、

増
員
に
よ
る
東
西
南
北
の
学
級

で
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

あ
す
な
ろ
学
級
の
増
設
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
甲
府
市
不
登

校
対
策
検
討
委
員
会
で
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
へ
の
支
援
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
度
２

名
体
制
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

文
部
科
学
省
が
示
す
２
倍
の
時

間
数
を
確
保
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
毎
月

の
あ
す
な
ろ
学
級
指

導
者
の
会
議
に
出
席

す
る
中
で
、
緊
密
な

連
携
を
図
り
ま
す
。

学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応

　

市
立
小
中
学
校
で
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
や
学
び
の
保

障
を
念
頭
に
、学
級
内
の
感
染
状

況
や
児
童
・
生
徒
へ
の
影
響
を
考

慮
し
て
定
め
た
期
間
を
学
級
閉

鎖
に
し
、学
校
内
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、学
年
閉
鎖
ま
た
は
学

校
閉
鎖
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
で

作
成
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
学
校
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・・��

甲
府
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導

者
連
絡
協
議
会
等
の
担
当
事

務
局
の
移
管
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

無所属

一般質問（分割）

山田　弘之

質問
動画

　水は水でも「超臨界水」をご存じでしょうか？
　水は、非常に高温高圧の特殊な環境では「水」でありながら、固体、液体、気体とは異なる性格を持つ「超臨界水」
になります。「超臨界水」は、色々な能力を持っていて、その一つに、プラスチック類は溶かすけれど金属類は
溶かさないというものがあります。
　この能力を利用すると、特別な薬品を使うことなく、プラスチックと金属が使用されている廃棄物から、金属
資源の回収を行うことができます。また、水は自然界に豊富にあり無毒なので、環境への負荷が低いことも重要
な点です。
　このように、水は不思議な力を持っておりますが、水を有効に利活用するには原水がきれいでなければなりま
せん。甲府市には、モンドセレクション最高金賞を受賞した「おいしい水道水」があります。この「おいしい水道水」
を守るためにも水源の環境保全に取り組むとともに、生活排水の適正な処理や資源の分別などを心がけて私たち
も循環型社会に貢献していきたいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広聴広報委員　小沢宏至

コラ
ム 水に秘められた力

荒川上流
https://water.kofu.background.jp/

「安全・安心な水」
甲府市上下水道局特設ウェブサイト

特設ウェブサイトはこちら！

09 甲府市議会だより214号

市政に関する質問



不
妊
治
療
費
の
自
己
負
担
額
分
等
へ
の
助
成
及
び

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

令
和
４
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

〈
総
務
委
員
会�

付
託
〉〈
民
生
文
教
委
員
会�

付
託
〉

〈
経
済
建
設
委
員
会�

付
託
〉

保
険
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
の
自
己
負
担
額
及
び
保
険
適
用
外
の
先
進
医
療
分
の
市
独
自

の
助
成
に
係
る
経
費
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
等
に
係
る
経
費
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
経
費
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
継
続
支

援
に
係
る
経
費
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設（
自
治
会
館
）の
建
設
及
び
備
品
の
整
備
へ
の
助
成
に
係

る
経
費
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
車
両
の
導
入
経
費
の
補
助
に
係
る
経
費
等
の
補

正
予
算
で
す
。

な
お
、採
決
の
結
果
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
49

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

令
和
４
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〈
民
生
文
教
委
員
会�

付
託
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直

面
す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
特
別
給
付
金
が
対
象
者
全
員
に
給
付
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
す
る
な
ど
寄
り
添
っ
た
支
援
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
58

議案審査・
審議
議案は、総務・民生文教・経済建設・

環境水道の各常任委員会に付託さ

れ、専門的な審査を受けた上で、

本会議において審議されます。

なお、全議案の審議結果は、

11 ページに掲載しています。

常
任
委
員
会

令和4年6月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　

願

第 1 － 6 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 取り下げ
（承認）

第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃
第 3 － 1 号 「75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書」提出に関する請願 民生文教 〃
第 3 － 2 号 75歳以上患者負担2割化の徹底審議を求める請願 〃 〃
第 3 － 3 号 コロナ感染症から医療－公衆衛生体制の強化を求める請願 〃 〃
第 3 － 4 号 少人数教育の早期推進に関する請願 〃 〃
第 3 － 5 号 GIGAスクール構想に対応する子どもの健康管理などの請願 〃 〃

第 3 － 6 号 沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を辺野古新基地などの埋立てに使用しないことを求め
る請願 総　　務 〃

第 3 － 7 号 安易な「病床削減」「医療従事者長時間労働」ではなく地域・医療職場の自主性を求め
る請願 民生文教 〃

第 3 － 8 号 トリチウムなどの放射性核種を含むALPS処理水の海洋放出方針決定の撤回を求める
請願 環境水道 〃

第 3 － 9 号 「盛り土」規制などの法整備と流域治水の事前防災について請願 総　　務 〃
第 3 －11号 コロナ陽性者の「自宅療養」をやめ臨時病院の病床増で入院治療を求める請願 民生文教 〃
第 3 －12号 学校などのクラスター防止と検査の充実を求める請願 〃 〃
第 3 －13号 介護保険の保険料・利用料の過重負担を招かない対策を求める請願 〃 〃

第 4 － 2 号 新型コロナワクチン未接種者及び新型コロナ感染対策における差別・偏見・強制を
防ぐ条例等の制定または対策に関する請願 〃 〃

第 4 － 3 号 子どもへの新型コロナワクチン接種における慎重な接種を求める請願 〃 〃

第 4 － 4 号 「5－11歳の新型コロナワクチン接種の有効性・安全性が確立するまでの停止を求める意見書」の提出を求める請願 〃 〃

第 4 － 6 号 エッセンシャルワーカーの抜本的な処遇改善を求める請願 〃 〃
第 4 － 7 号 国是である非核三原則の堅持を求める請願 総　　務 〃
第 4 － 8 号 物価高騰に伴う悪徳商法や便乗値上げを許さぬ対応を 〃 〃
第 4 － 9 号 最低賃金の抜本的な引上げを求める請願 経済建設 〃
第 4 －10号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 〃 〃

甲府市議会だより214号 10



令和4年6月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友

クラブ
創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

社　会
民主党※2 無所属※3

補
正
予
算

議案第48号 専決処分について
（令和4年度甲府市一般会計補正予算（第1号）） 6月20日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第49号 令和4年度甲府市一般会計補正予算（第3号）※1 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第58号 令和4年度甲府市一般会計補正予算（第2号）※1 6月7日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第60号 令和4年度甲府市一般会計補正予算（第4号） 6月20日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
一
部
改
正

議案第47号 専決処分について（甲府市市税条例の一部を改正す
る条例制定について） 6月20日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第50号 甲府市市税条例等の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第51号 甲府市過疎対策のための固定資産税の免除に関
する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第52号 甲府市子ども屋内運動遊び場条例の一部を改正
する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇

議案第53号 甲府市すこやか子育て医療費助成金支給条例等
の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第54号 甲府市武田氏館跡歴史館条例の一部を改正する
条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇

議案第55号
甲府市地方活力向上地域における固定資産税の
課税の特例に関する条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第57号 専決処分について（甲府市建築基準法施行条例
の一部を改正する条例制定について） 〃 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第56号 固定資産評価員の選任について 6月20日 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第59号 財産の取得について 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第61号 工事請負契約の締結について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第62号 副市長の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇
議案第63号 監査委員の選任について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

日
程
追
加
・
議
員
提
出

日程追加 議長選挙について 6月20日 当選 投票の結果　第103代議長当選者　輿石　修

日程追加 副議長選挙について 〃 〃 投票の結果　第114代副議長当選者　中村明彦
甲議第 4 号 常任委員会委員の選任について 〃 選任 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
甲議第 5 号 議会運営委員会委員の選任について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

日程追加 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会委員の
補欠委員の選任について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

日程追加 甲府地区広域行政事務組合議会議員の補欠議員
の選挙について 〃 当選 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

○○賛成　××反対　△△棄権

※1　�議案第49号は「令和4年度甲府市一般会計補正予算（第2号）」として提出されましたが、議案第58号「令和4年度甲府市一般会計補正予算（第3号）」が議
案第49号より先に議決（可決）されたことから、議長が整理し、同議案と補正予算の号数を入替え

政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩　末木咲子
　　　　　　　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　岡　政𠮷
　　　　　　　山中和男　天野　一　小沢宏至　望月大輔
　　　　　　　寺田義彦

公　明　党　◎兵道顕司　植田年美　中村明彦　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
社会民主党　　山田　厚 ※ 2　5 月 28 日付けで「こうふクラブ」から「社会民主党」へ変更

無　所　属　　山田弘之 ※ 3　5 月 28 日付けで「こうふクラブ」から「無所属」へ変更

 ◎は会派代表者

甲府市議会会派等

◆常任委員会委員の選任者…15ページに掲載
◆議会運営委員会委員の選任者…14ページに掲載
◆�新型コロナウイルス感染症対策特別委員会委員の補欠委員の選任者
　末木咲子　小沢宏至※4　長沢達也
　※4　小沢宏至委員については、5月31日付けで選任

◆�甲府地区広域行政事務組合議会議員の補欠議員の選挙当選者
　天野　一　望月大輔　廣瀬集一

◎人事案件については、次のとおり同意されました。

議案第 62号　副市長の選任について同意いたしました。
（略歴）
平成� 8年4月　建設省採用
平成25年4月　台東区都市づくり部長
平成30年4月　兵庫県県土整備部まちづくり部長
令和� 3年7月　国土交通省水管理・国土保全局下水道部下水道企画課長

議会選出監査委員の選任
長沢達也氏の辞任に伴い、
小澤　浩氏を選任することに
ついて同意いたしました。

奥原　崇 小澤　浩
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行った調査・研究

常任委員会が

（一部抜粋のため、報告書の全文は甲府市議会ホームページをご覧ください。）

　昨年制定した「甲府市議会基本条例」に基づき、4つの常任委員会
（総務・民生文教・経済建設・環境水道）が、それぞれ年間のテーマを定
めて、調査・研究に積極的に取り組むことといたしました。
　6月定例会では、各常任委員会が昨年定めたテーマについてのこれ
までの取組や取りまとめた意見等を報告しました。

デジタル技術を活用することが困難な高齢者など、直接
的なサービスを必要とする市民一人ひとりに寄り添った
社会の構築が必要である。

総務委員会での担当部局からの説明、質疑 経済建設委員会での関係者との意見交換

初めての取
組

民生文教委員会でのオンライン行政視察 環境水道委員会での意見交換・集約

総務委員会

「情報政策について」
委員会の
主な意見

本市は日本遺産に認定された御嶽昇仙峡をはじめとする魅力
ある観光資源を豊富に有しており、官と民とが知恵を出し合
い、観光関連産業の発展に向けて取り組んでいく必要がある。

経済建設委員会

「観光振興について」
委員会の
主な意見

ICT 支援員の活用を積極的に検討するとともに、学校間
での教育コンテンツの共有や運用の手引きの作成など、
更なる教員の負担軽減に取り組む必要がある。

民生文教委員会

「GIGAスクール構想について」
委員会の
主な意見

甲府市環境教育プログラムについては、部局の垣根を超
えた連携体制を構築するとともに、プログラムの利用促
進につながる方策を実施することが有効である。

環境水道委員会

「地球温暖化対策について」
委員会の
主な意見

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから
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行った調査・研究

常任委員会が

（一部抜粋のため、報告書の全文は甲府市議会ホームページをご覧ください。）

　昨年制定した「甲府市議会基本条例」に基づき、4つの常任委員会
（総務・民生文教・経済建設・環境水道）が、それぞれ年間のテーマを定
めて、調査・研究に積極的に取り組むことといたしました。
　6月定例会では、各常任委員会が昨年定めたテーマについてのこれ
までの取組や取りまとめた意見等を報告しました。

デジタル技術を活用することが困難な高齢者など、直接
的なサービスを必要とする市民一人ひとりに寄り添った
社会の構築が必要である。

総務委員会での担当部局からの説明、質疑 経済建設委員会での関係者との意見交換

初めての取
組

民生文教委員会でのオンライン行政視察 環境水道委員会での意見交換・集約

総務委員会

「情報政策について」
委員会の
主な意見

本市は日本遺産に認定された御嶽昇仙峡をはじめとする魅力
ある観光資源を豊富に有しており、官と民とが知恵を出し合
い、観光関連産業の発展に向けて取り組んでいく必要がある。

経済建設委員会

「観光振興について」
委員会の
主な意見

ICT 支援員の活用を積極的に検討するとともに、学校間
での教育コンテンツの共有や運用の手引きの作成など、
更なる教員の負担軽減に取り組む必要がある。

民生文教委員会

「GIGAスクール構想について」
委員会の
主な意見

甲府市環境教育プログラムについては、部局の垣根を超
えた連携体制を構築するとともに、プログラムの利用促
進につながる方策を実施することが有効である。

環境水道委員会

「地球温暖化対策について」
委員会の
主な意見

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから

報告書の全文は
こちらから
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委
員
長

副
委
員
長

委

　員
兵
道
顕
司

山
中
和
男

荻
原
隆
宏

原
田
洋
二

坂
本
信
康

長
沼
達
彦

小
沢
宏
至

望
月
大
輔

長
沢
達
也

廣
瀬
集
一

藤
原
伸
一
郎

清
水
英
知

新たな市議会の 構成  が決まりました！

議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会に関する条例等に関する
事項、議長の諮問に関する事項を調査します。議会運営委員会

総 務 委 員 会

市長直轄組織・行政経営部・企画財務部・市民部・会
計室・議会局・公平委員会・選挙管理委員会・監査委
員等に関するものを調査します。

民生文教委員会

福祉保健部・子ども未来部・市立甲府病院・
教育委員会に関するものを調査します。

経済建設委員会

産業部・まちづくり部・農業委員会に
関するものを調査します。

環境水道委員会

環境部・上下水道局に
関するものを調査します。

「 常 任 委 員 会 の 構 成 」

令
和
４
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
第
103
代

議
長
、
第
114
代
副
議
長
に
ご
推
挙
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
、
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
使

命
と
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

甲
府
市
議
会
で
は
、
昨
年
６
月
に
、
市
民
や

市
長
等
と
議
会
と
の
関
係
、
持
続
可
能
な
議
会

運
営
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
た
甲
府
市
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
具
現
化
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
の
取
組
を
深
化
・
定
着
さ
せ
る
と
と

も
に
、「
市
民
と
議
会
の
交
流
会
」等
を
通
し
て

市
民
の
声
を
生
か
し
、「
市
民
の
誰
一
人
置
き
去

り
に
す
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
と
、
市
民

福
祉
の
向
上
」に
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
本
年
６
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
手
始
め
に
、

会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
リ
モ
ー
ト
会
議
等

に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
を
推
し
進
め
、
議
会

の
効
率
化
・
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
甲
府
市
議
会
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あいさつの就 任正副議長

第103代議長

輿
こし

　石
いし

　　修
おさむ

　議員

第114代副議長

中
なか

　村
むら

　明
あき

　彦
ひこ

　議員
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新たな市議会の 構成  が決まりました！

議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会に関する条例等に関する
事項、議長の諮問に関する事項を調査します。議会運営委員会

総 務 委 員 会

市長直轄組織・行政経営部・企画財務部・市民部・会
計室・議会局・公平委員会・選挙管理委員会・監査委
員等に関するものを調査します。

民生文教委員会

福祉保健部・子ども未来部・市立甲府病院・
教育委員会に関するものを調査します。

経済建設委員会

産業部・まちづくり部・農業委員会に
関するものを調査します。

環境水道委員会

環境部・上下水道局に
関するものを調査します。

「 常 任 委 員 会 の 構 成 」

創
政
こ
う
ふ

寺
田
義
彦

こ
う
ふ
未
来

廣
瀬
集
一

副
委
員
長

政
友
ク
ラ
ブ

鮫
田
光
一

政
友
ク
ラ
ブ

長
沼
達
彦

政
友
ク
ラ
ブ

小
澤
　
浩

委
員
長

創
政
こ
う
ふ

小
沢
宏
至

公
明
党

中
村
明
彦

無
所
属

山
田
弘
之

創
政
こ
う
ふ

清
水
　
仁

副
委
員
長

こ
う
ふ
未
来

川
崎
　
靖

創
政
こ
う
ふ

金
丸
三
郎

委
員
長

創
政
こ
う
ふ

望
月
大
輔

政
友
ク
ラ
ブ

坂
本
信
康

政
友
ク
ラ
ブ

池
谷
陸
雄

日
本
共
産
党

清
水
英
知

公
明
党

長
沢
達
也

委
員
長

政
友
ク
ラ
ブ

末
木
咲
子

公
明
党

堀
と
め
ほ

日
本
共
産
党

木
内
直
子

公
明
党

植
田
年
美

創
政
こ
う
ふ

山
中
和
男

政
友
ク
ラ
ブ

荻
原
隆
宏

副
委
員
長

こ
う
ふ
未
来

藤
原
伸
一
郎

創
政
こ
う
ふ

天
野
　
一

委
員
長

政
友
ク
ラ
ブ

深
沢
健
吾

副
委
員
長

こ
う
ふ
未
来

神
山
玄
太

政
友
ク
ラ
ブ

鈴
木
　
篤

創
政
こ
う
ふ

岡
　
政
𠮷

政
友
ク
ラ
ブ

原
田
洋
二

公
明
党

兵
道
顕
司

創
政
こ
う
ふ

輿
石
　
修

社
会
民
主
党

山
田
　
厚
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：山中和男　副委員長：深沢健吾
委　員：鈴木　篤　末木咲子　鮫田光一　小沢宏至　寺田義彦　植田年美　堀とめほ　藤原伸一郎　川崎　靖
　　　　木内直子　山田弘之（山田弘之議員は 5 月 31 日付けで委員でなくなり、藤原伸一郎議員が委員となりました。）

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 3開庁日前までに
ご提出をお願いします。

※令和 4年 9月定例会審査分の提出期限：8月 30日（火）まで

議会日誌

9月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
8/29 30 31 9/1 2 3 4

本会議
（開会）

5 6 7 8 9 10 11
休会 休会 本会議

（市政一般質問）

12 13 14 15 16 17 18
常任委員会 休会 本会議 決算審査

特別委員会

19 20 21 22 23 24 25
決算審査特別委員会

26 27 28 29 30 10/1 2

決算審査特別委員会 休会 本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
今回の 6月定例会において、新たな市議会の構成が決まりました。新体制のもと、引き続きウクライナ情勢
による物価高騰や長引くコロナ禍などの様々な課題克服に向けて私たち市議会も日々取り組んでまいります。今
後も「市議会だより」を通じて市議会の活動を分かりやすくお伝えしていきたいと思いますので、どうぞご期
待ください。� 広聴広報委員　堀とめほ

4月 7日（木）� 正副委員長会議
4月14日（木）� 議会運営委員会
4月21日（木）� タブレット端末操作研修会、
� 経済建設委員会
4月25日（月）� 民生文教委員会
4月26日（火）� 環境水道委員会、
� 広聴広報委員会（広聴部会）
4月27日（水）� リニア・公共交通調査研究会
5月 9日（月）� 広聴広報委員会（広報部会）
5月13日（金）� 議会運営委員会、総務委員会
5月20日（金）� 民生文教委員会行政視察（オンライン）
5月23日（月）� 会派代表者会議
5月24日（火）� 環境水道委員会
5月25日（水）� 総務委員会、経済建設委員会
5月27日（金）� タブレット端末操作研修会、議員互助会総会
5月31日（火）� 会派代表者会議
6月 2日（木）� 議会運営委員会
6月 7日（火）� �議会運営委員会、6月定例会開会、本会議（提

案理由の説明、各常任委員会付託）、総務・民
生文教・経済建設委員会、本会議（民生文教委

員長報告、採決）会派代表者会議、広聴広報委
員会、広聴広報委員会（広報部会）

6月10日（金）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
6月13日（月）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
6月14日（火）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び市政一般

質問、各常任委員会付託、提案理由の説明、各
常任委員会付託）、広聴広報委員会（広聴部会）

6月15日（水）� 常任委員会（総務・民生文教）
6月16日（木）� 会派代表者会議、
� 常任委員会（経済建設・環境水道）
6月20日（月）� �所信表明会、議会運営委員会、本会議（各常任

委員長報告、討論、採決、提案理由の説明、総
務委員会付託）、総務委員会、本会議（総務委
員長報告、採決、各常任委員会所管事務調査
報告）、議会運営委員会、本会議（正副議長選
挙）、各常任委員会、議会運営委員会、本会議
（提案理由の説明、採決）、6月定例会閉会、会
派代表者会議、広聴広報委員会

7月 4日（月）� 広聴広報委員会
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